








































































































































































































り か ら，「は た ら
く」ことの意味や意
義を見出す。
　地域以外で活躍す
る人々との交流を通
して，その人々の生
き方に触れる。
＜図１　総合的な学習の時間（まつのやまタイム）全体計画＞
＜子どもの実態＞
・素直で思いやりの気持ちを
もっている子どもが多く，
何事にもまじめに取り組む
ことができる。
・多様な体験や人間関係づく
りの機会を設定することで，
人前で物怖じせずに活動で
きることが増えてきた。
＜地域の実態＞
・保護者や地域の人は，教育
活動に積極的に参加するな
ど，関心が高く協力的であ
る。
・各地区のまとまりがあり，
地域行事や伝統行事が活発
である。
・山間・多雪地帯で，少子高
齢化が進んでいる。
＜保護者の願い＞
・楽しく元気に学校生活を
送ってほしい。
・学力や体力をしっかりとつ
けてほしい。
・ふるさとに誇りをもち，将
来もふるさとを忘れずに生
活してほしい。
＜地域の願い＞
・のびのびと元気に学習して
ほしい。
・松之山を誇りに思い，好き
になってほしい。
・地域の担い手になってほし
い。
＜総合的な学習の時間　目標＞
　探究的な見方・考え方を働かせて，松之山の伝統文化に学ぶ
「ふるさと学習」，社会人から直接学ぶ「生き方教育」を推進し，
ふるさとを愛し，地域社会に貢献できる人を育てるため以下の資
質・能力を育成する。
⑴地域の人，もの，ことに関わる探究的な学習の過程において，
課題の解決に必要な知識及び技能を身に付ける。
⑵地域の人，もの，ことの中から問いを見いだし，よりよく課題
を解決し，考えたことをまとめ，表現する力を身に付ける。
⑶地域の人，もの，ことについての探究的な学習に主体的・協働
的に取り組むとともに，学びに向かう力，人間性等を育てる。
＜めざす子ども像＞
ふるさと松之山を愛し，豊かな関わり合いの中で，自分に
自信をもって成長する子ども
～ふるさと松之山に夢と誇りを～
＜まつのやま学園教育目標＞
生き生きとした子ども
⬇
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　⑵　９年生の単元計画作成と実践
　　①　単元名　「松之山の魅力を発信しよう」（９月～12月　26時間）
　　②　単元の内容
　　　ア　探究的に関わりを深める対象　松之山に生きる人やもの，こと
　　　イ　設定理由
　９年生は地域貢献を通して，松之山と世界や全国とのつながりを考え，自分の生き方につながる取組を行ってきた。
　１学期は，どのような地域貢献ができるのかを考え，地域住民へのインタビュー活動や，公民館長と地域貢献につい
ての企画会議を行い，情報収集や内容を考えてきた。学習を通して，生徒は，地域の行事に積極的に参加することが地
域貢献につながると考え，夏季休業中を使って，各自が行事に参加した。しかし，地域貢献の新たな取組を企画したい
と考えたが，その方法や内容を決めきれずにいた。２学期に入り，地域の建設業界から使わなくなった看板を活用して
ほしいという依頼があり，看板のコンセプトについても学校に一任された。生徒と話し合う中で，松之山の魅力を看板
という形で発信することが，地域貢献につなげると考え，本単元を設定した。
　看板作りを通して，地域の価値や課題を多面的・多角的に捉え，松之山と世界や全国とのつながりについても考えを
深めることができると考える。また，一つの物を作ることによって，生徒が主体的・協働的に取り組むとともに，学び
に向かう力，人間性を育てることにつながると考えた。
　　　ウ　育成を目指す資質・能力
　　③　単元の指導計画（全26時間）
育成を目指す資質能力 具体的な内容
知識・技能
知識 ・看板作成の手順や設置に関する基本的な知識
・地域の自然や特産物などの魅力や価値
技能 ・インターネットを活用して情報を検索し，目的の情報を見付け出す技能
・パソコンやデジタルカメラを使ってデザインを作成・編集する技能
思考力
判断力
表現力等
課題設定 ・自分の知識や経験と，地域の様々な意見や問題を踏まえて，適切な課題を設定する力
・課題解決のための方法や日程を計画する力
情報収集 ・学習対象について，地域や地域外の方々への質問やインターネットの活用による情報を収集する力
・街の看板を観察することや，書籍などを活用することで効果的なデザインを収集する力
整理・分析 ・情報を出し合って並べ変えて整理する力
・収集した情報から，コンセプトに適合するように多角的に分析・比較して自分の考えをもつ力
まとめ・表現 ・自分や仲間が感じたことや考えたことをまとめる力
・整理・分析の結果を課題と正対させて表現する力
学びに向かう
力，人間性等
自分自身に
関すること
・自らの思いや願いに基づき，行動を計画したり，実行しようとしたりする態度
・学びを振り返り，自己の変容や学習の価値を考え，その後の自分の生き方や将来につなげて考える力
他者や社会との関
わりに関すること
・情報を収集したり情報を整理分析したりするために，意見を出し合い，協力する態度
・他者の考えに触れ，課題の解決に生かそうとする態度
時間 ◎ねらい　○学習内容　・学習活動 ○評価規準　・評価方法
第
一
次
(10)
◎看板のコンセプトを考える。課題設定
〇地域の魅力や課題を整理する。
・１学期のインタビュー活動等で得た情報や自分の考えを出し合う。
・看板設置に関する基本的な知識を学ぶ。
〇地域の現状把握から課題を設定する。
・看板設置場所を確認する。
・課題を明確にして，看板作成のコンセプトを全体で考える。
〇看板完成までの計画を立てる。
・スケジュールと役割分担を決める。
〇看板作成に関する基本的な知識を理解する。
　【知】
・行動観察による評価（観察記録）
〇適切な課題を設定している。
　【思】
・記述による評価（ワークシート）
〇行動を計画し，実行しようとしている。【主】
・記述による評価（ワークシート）
第
二
次
(８)
◎情報や素材を集める。情報収集
〇班別で活動する。
・地域でインタビュー活動を行い，魅力や方言を調査する。
・地域外の職員や，インターネット等を活用して，地域の魅力や課題，効果的
なデザインなどを調べる。
・動植物や特産物のイラストを作成する。
◎情報や素材を整理・分析して，よりよい看板を目指す。整理・分析
〇看板作成の企画会議を行う。
・意見交換をして，情報を比較・分類する。
・看板デザイン案を作成する。
〇他者の評価から，デザインを再検討する。
・業者や学園長，美術教員など，専門的・総合的な視点から評価してもらう。
〇他者や，インターネットなどから必要な情報を
収集する。
　【判】
・記述による評価（ワークシート）
〇情報を検索したり，デザインを作成・編集した
りする。【技】
・行動による評価（観察記録）
〇意見を出し合い，他者の考えに触れ，協力して
課題を解決しようとする。【主】
・行動による評価（観察記録）
・記述による評価（ワークシート）
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　　④　指導と評価の実際
　　　ア　継続した学びを基に，地域の人，もの，ことと関わることを通して，地域の現実を把握し，課題を見付ける。
　生徒は，小中８年間の「まつのやまタイム」の学びから松之山の人，もの，ことの良さを実感してきた。中学校卒業
を前に，自分たちを育ててくれた地域に貢献したいという願いをもち，活動を進めた。今までの学びから，生徒は，地
域外の方々から松之山に足を運んでもらいたいという気持ちを強く抱き，看板のコンセプトを「松之山のいいところを
伝えよう」と設定した。看板制作を通じて，地域を少しでも元気にしたいという地域貢献のイメージを共有することが
できた。
　　　イ　多大な情報の中から必要な情報を取捨選択しながら意識的に収集し，蓄積する。 
　情報収集は，主に学校でインターネットの活用や学校職員にインタビューする班と，地域に出て情報を集める班に分
かれて活動した。インターネットで松之山について検索すると，松之山温泉についてのコメントが多くあり，温泉の認
知度の高さを実感したが，その他の自然や特産物については数少なかった。また，地域外の教職員からは，「自然がき
れい」「人がとても優しい」「人も温泉も温かい」「四季がはっきりしている」など，松之山で過ごすことで実感できた
魅力を知ることができた。
　温泉街で方言について調査した班は，地域の方からたくさんの方言を教えていただいた。しかし，看板の中に松之山
の風情を一言で表現できる方言を収集することは困難であった。生徒は，情報収集の意義を確認しながら活動すること
の重要性を学んだ。
　情報収集の課題として，特にインターネットを活用する場合，一度に多大な情報を得ることができるが，必要な情報
を取捨選択する力が個々に差があり，困難を感じる生徒もいた。必要な情報を取捨選択できるようになるためには，目
的を明確にすることと，経験を重ねることの重要性を実感した。
ウ　収集した情報について思考ツールを活用して整理・分析し，知識や技能に結び付けたり，他者と考えを交流
させたりしながら問題の解決に取り組む。
　看板制作に向けて，コンセプトの「松之山のいいところを伝えよう」を考える場面や，デザインを考える場面では，
できるだけ生徒が中心となって話し合えるように，協議の時間を十分に確保した上で，学級委員が司会者となり，ホワ
イトボードや付箋を使って意見を視覚化させた。教師の支援は，協議が滞った場合のみとして，生徒自らが自分たちの
手で活動を創り上げていると実感できるよう配慮した。
　また，業者や学園長，美術科教員などからデザイン案を評価してもらい，同世代とは異なる客観的な視点を知り，相
手意識をもって活動を進めていけるよう工夫した。
　活動当初は，生徒は，キャッチコピーや方言を入れる案を想定していたが，関係者との協働により，デザインは洗煉
され，松之山温泉のロゴを入れるなど，さらに改良された看板に仕上がった。
　整理・分析の場面では，他者の考えに触れ，課題の解決に生かそうとする態度が必要となる。中学３年生になると，
自分の意見をはっきりともつことができる反面，他者からの考えを受け入れがたくなることがある。苦労して取集した
情報や作成したデザインが活用されない場面で，厳しい表情となる生徒もいた。その際は，自分たちが考えたコンセプ
トに立ち返り，「地域のため」という他者や社会に視点を向けて物事を考えることで，目指す資質・能力を高めること
ができた。
　　　エ　気付きや発見，自分の考えなどをまとめ，判断し表現する。
　授業後の振り返りでは，協働することの大変さと充実感を味わった記述が見られた。
第
三
次
(８)
◎看板を完成させる。まとめ・表現
〇デザインを業者へ提出する。
〇看板を全校や地域に発表する。
・作成を終えて考えてことをまとめる。
◎看板作成で学んだことから，松之山の地域外とのつながりと，自己の生き方
を考える。まとめ・表現
〇松之山と世界や日本とのつながりについて考える。
・つながりがある人やもの，ことについてまとめ，地域の見方や考え方を広げる。
〇自己の生き方について考える。
・９年間の学びから，自己の生き方を考え，将来の自分への決意文を書く。
・８年生と生き方について意見交換する。
○整理・分析の結果を課題と正対させて表現する。
　【表】
・制作物による評価（看板）
○自分や仲間が感じたことや考えたことをまとめ
る。【表】
・記述による評価（ワークシート）
○自己の変容や学習の価値を考え，その後の自分
の生き方や将来につなげて考える。【主】
・記述による評価（ワークシート，原稿用紙）
・行動観察による評価（観察記録）
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　松之山と世界や日本とのつながりについて考える場面では，ワークシートの記
述から，看板を制作することで，生徒は地域を客観的に捉えて考えることができ，
地域の魅力を改めて感じることができた。また，自己の生き方を考える場面では，
将来の松之山との関わり方について，「松之山には若い人が少なくなっていくと
思うが，松之山の自然や伝統をなくさないようにしていきたい。」「大人になって
も松之山に住み続けていきたい。」「将来は松之山に住んでいないかもしれないが，
地域の行事には帰ってきたい。」などの意見が見られた。
５　成果と課題
　小中一貫校として，「まつのやまタイム」の全体計画を作成したことで，９年間を見通した学年毎の探究課題と学習
内容を設定できた。全体的には連続的かつ発展的な総合的な学習に時間を展開することができている。
　９年生の実践やアンケート結果からも，連続的かつ発展的な学習活動を展開することは，探究的な見方・考え方が連
続・発展することになり，総合的な学習の時間が目指す形に近づくことができ，実践は有効であったと考える。また，
実践から生徒は，地域の魅力を知り，自分たちが育ててくれた地域に貢献したいという願いをもつことができた。これ
は，新潟県のキャリア教育のねらいである「ふるさとへの愛着や誇りと，自分の将来を設計し，自立して生きていく力
を育成すること」につながっている。
　しかし，各学年の担当者が，「連続的かつ発展的」な視点をもって実践していたかと言えば，必ずしもそうではない。
教師自身に既習の学びや，これからの学びへのつながりが意識できなければ，学年の取組だけで完結する可能性がある。
　また，当学園は，施設一体型の小中一貫校であることから，教育目標が共通化されており，合わせて総合的な学習の
時間の目標も設定されている。また，総合的な学習の時間に関する研修や話し合いも簡単にできる。しかし，他の学校
はそうではない。小学校・中学校にはそれぞれの教育目標があり，各校のカリキュラムが編成されている中で，小中が
連続的かつ発展的な学習活動を展開することは容易なことではないと想像できる。
　総合的な学習の時間の小中連携について，田代高章・柏木慶喜は，「小中連携・一貫「総合的な学習の時間」カリ
キュラムは，「小中一貫教育学校」や「小中一貫型　小学校・中学校」であろうと，既存の学校制度であろうと，一人
ひとりの子どもの成長・発達を念頭に置いたライフステージ全体を通じた責任ある学校カリキュラムでなければならな
い。そこには，個々の発達差や系統的な教育内容のレベルの違いも踏まえつつも，学校教育全体のカリキュラムを俯瞰
する目的・内容・方法の連続性とそれを支える校種を超えた教職員の共通意識も必要ではないだろうか。」3)と述べてい
る。
　今回の実践から，小学校と中学校の連続的かつ発展的な学習活動を展開することは，探究的な見方・考え方をより一
層深めるためには有効であったと考える。既存の小学校・中学校でも，「連続的かつ発展的な学習活動」を実現させる
ための動きは必要であるが，学校文化の違いや教職員の意識，打合せ時間の確保等に課題があると思われる。そのため，
「ふるさとへの愛着や誇り」をキーワードにすることで小中学校間，学年間で計画を作成することが可能ではないか。
加えて，今後も当学園の実践の研究と検証を行い，小中の連携のモデルを発信していくことが求められるだろう。
引用・参考文献
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